
2021年

１月
市民公募委員サロンだより
令和２年度第１回市民公募委員サロンを開催しました！

※ 市民参加推進フォーラム：京都市の市民参加を推進する附属機関

令和３年１月２２日（金） １８：４５ ～ ２０：１５

オンライン会議システム「Zoom」

１８：４５

１８：５０

１９：１０

１９：２０

１９：４０

２０：００

開会，趣旨説明

チェックイン（自己紹介，期待や話したいこと）

インプットスピーチ（地方自治と市民・公募委員）

ワールドカフェ１（少人数グループで意見交換）

ワールドカフェ２（少人数グループで意見交換）

全体共有，チェックアウト，閉会

・市民公募委員 １１名

・市民参加推進フォーラム委員 ８名

・市民参加推進フォーラム事務局 ３名

参加者

・各会議で市民公募委員の積極的な発言が増え，市政への参加意欲が一層高まるよう
市民公募委員が自身の役割を学ぶとともに，様々な委員と交流して意見交換を行う。

・市民参加推進フォーラム委員が，他の附属機関等の公募委員の実情を理解する。

開催
目的

京都市の附属機関等で市民公募委員として就任している皆様対象

日時

場所

内容

22名

オンライン開催♪初

フォーラム委員によるインプットスピーチ「地方自治と市民・公募委員」

乾 明紀 氏

市民参加推進フォーラム委員

京都光華女子大学准教授

行政も市民も様々な課題を自覚しつつ，よりよい（良い・善い）地方自治
の実現に向け，質と量の向上を目指して挑戦し続けることが大切ですね。

自治の意味や公募委員の意義がよく分かりました！

資料５



・昨年，初めて参加して楽しかったから。

・何か情報を得られる機会になると思ったから。

・区役所から連絡いただき，興味を持ったから。

・他にどのような公募委員があり、それぞれが現場
でどんな感想や、困りごとが発生しているのかを
京都市単位で知れると思ったから。
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・乾先生の話が分かり易く，大変よく理解できた。

・市民公募委員にも，それぞれに色々な立場がある
ことを理解することができた。

・少しでも思いを聞いてもらえて良かった。

・様々な公募委員の声を聞けて，大変参考になった。

・色々な公募委員とお話できて，良かった。

・やはりリアルな場で集まりたい。

・事前に参加者の属性（所属や名前など）が分かると
良かった。

・事前に会議の主旨等の連絡が欲しかった。

・何を話したら良いのか，どんな話を求められている
のか疑問だった。

・今回の体験を踏まえて，次も参加したい。

・どんなむずかしい話になるのか不安だったが，
皆さんが優しくて，ホッとした。

・短い時間でも色々な話を聞き，よい刺激になった。
他の委員の肩書に臆せず，意見を述べていきたい。

・今まで以上に地域と関わりを持とうと，改めて
思った。積極的に市民代表として意見を言いたい。

意見
交換

４つのグループに分かれて，ワールドカフェ形式により，
この場に期待していること・話したいことをテーマに，
途中でメンバーを替えながら意見交換を行いました。

公募委員になったきっかけや公募委員の役割など，活発な意見交換になりました！

「市民公募委員サロン」アンケート結果

参加の動機 参加後の心境の変化や抱負

参加して良かった点 改善した方が良い点

グループ毎に意見交換


